
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3162 回例会     令和８年２月 26 日 

≪司会≫ 薮崎 忍 君 

≪合唱≫ それでこそロータリー 

≪ソングリーダー≫ 柏原 政人君 

≪ゲスト≫ なし 

≪ビジター≫ なし 

≪本日のお祝い≫ 

・お誕生日 

２月１１日  妹背 俊紀君 

２月１２日  山下 勝央君 

３月 3 日   佐野 哲一君 

・結婚記念日   

 ３月３日   森下登志美君 

 

≪会長挨拶要旨≫  

森下登志美 会長 

皆さんお疲れ様です。 

前回の会長挨拶はパリからの録画で失礼いたしました。 

録画は 2 月 9 日にポルト・ド・ヴェルサイユ見本市会場で開

催されたワインパリに向かう前に、サン・ラザール駅前で撮

影しました。 

Vinexpo として 1981 年からフランス・ボルドーで開催され

てたワイン＆スピリッツの国際見本市が 2020 年からはパリ

に開催場所を移転。コメクスポジウム社主催のワイン国際見

本市「ワイン・パリ（WINE PARIS）」と名前を改め、毎年

2 月に開かれています。要するに世界最大のワインスピリッ

ツ関係者の展示会です。2026 年は 2 月 9 日から 11 日までの

3 日間で 6 万 5000 人以上の業界関係者と 6500 の出展者が集

まりました。昨年は毎年 3 月にドイツ・デュセルドルフで開

催されている「プロヴァイン（ProWein）」に参加してまい

りましたが、こちらも 4 万 2000 人以上の業界関係者と 4200

の出展者が集まる想像以上の規模の商談会となっています。

もちろんワイン・パリ、プロヴァインともに 3 日間で全てを

回ることは困難です。ちなみにプロヴァイン東京は昨年まで

に 2 回開催されて、出展者数はわずか 190 社です。 

ワイン・パリの出展スタイルはブルゴーニュ地方のドメー

ヌ、ボルドー地方をはじめとしたシャトー、シャンパーニュ

地方を中心としたメゾン、また各地のネゴシアンがそれぞれ

自身のブースを出展するのみならず、各地区の生産者が共同

でブース出展する形も見られます。フランス館以外にもイン

ターナショナル館もありますが、そちらへ出向くバイヤーは

多くありません。特に最近ではイタリアやスペインでブドウ

自体が豊富に採れることもあってこれらの地方のワインは相

対的に安価になりがちとなっています。 

基本的には開催までに各出展者とスケジュールを決め、時間

になったら出展者のブースで商談をすることになります。商

品そのもののテイスティングを含めた評価は当然のことなが

ら行いますが、MOQ（最小発注単位）、商品渡しの方法(ほ

とんどが EXW・工場渡し条件)などが確認する点の中心とな

ります。テイスティングは口に含んだだけで吐器にもどして

しまいますが、それでも後半になると赤ワインのタンニンで

歯茎や舌がしびれて痛くなってしまいますので、ワインが試

飲できるからいいねというほど気楽な商談ではありません。

有名シャンパーニュメゾンの G・Ｈ・マーテル社とも会場で

商談して、2007 ヴィンテージを試飲させていただきました

が、熟成が進んでブランデーのようでした。 

次の日は実際にパリから TGV で 1 時間ほどのシャンパーニ

ュ地方のランスでマーテル社、そしてポメリー社と商談して

きました。特にマーテル社ではまだ日本に入っていないマー

テルのシャンパーニュを弊社がエクスクルーシブでインポー

トするお話を進めることができました。 

弊社自体もオリジナルウィスキーほかの輸出のため、各地展

示会や商談会のブースを出展していますが、昨年出展したフ

ードエクスポ香港・HOFEX）に替えて次回 VINEXPO ASIA 

香港への出展を考えています。 



 

≪クラブフォーラム（雑誌）≫ 

「ロータリーの友のバックナンバーを振り返ろう！」 

広報・雑誌グループ 川﨑依子リーダー 

 「ロータリーの友」のその月に生まれた会員の中 

から７名を選んで、各々の会員が何に興味を持ち 

記事を読まれたか、インスピレーションを得られ 

たのかお話いただきます。 

上西征直委員  

  仕事でも優先順位があるなかで緊急性、重要性が 

判断材料となりますが、「ロータリーの友」は緊急 

性は高くないものの重要度の高いものだと思い 

ます。生活面、仕事面で充実させようと思うと 

学ぶことは多いと思います。 

・谷口智康会員 ７月号 

「ガバナーの横顔 2620 地区稲葉ガバナー」 

   家中の栗はどんな料理  

話せばわかる（座右の銘） 

・塚田義生会員 ８月号 

「会員増強の為のヒント」 

   大学生ボランティアサークルからの展開 

   戦略的オープン例会の開催 

 

 

 

 

 

 

・竹中正俊会員 ９月号 

「生成ＡＩの全貌」 

生成ＡＩとは、生成ＡＩの未来は？ 

    「ロータリーあるある相談室」 

      パストガバナーのユーモアある回答 

   ・由利和士会員 １０月号 

    「米子東ロータリークラブ 杉本真吾様」 

      高校野球解説者兼社長業との両立の苦労 

     

 

 

 

 

   ・飽田浩司会員 １１月号 

    「インターアクター未来への羅針盤」 

      高校生の目線から気づかされること 

   ・西川福之会員 １２月号 

    「ガバナー経験者の座談会」 

      役職・役割を得て意識が変わる 

      職場とは違う意味で自己研鑽の場 

 

 

 

 

 

 

 

・大熊健志会員 １月号 

  「徳武産業 十河会長 寄り添いの経営」 

   損得ではなく善悪を優先する 

   

 

 

 

 

 

 

≪所感≫ 

 皆さんの各月バックナンバーの感想を聞いて改めて

「ロータリーの友」にはたくさんの示唆に富む話が 

 掲載されていることを再認識しました。 

また、会員各位が何に興味を持たれたのかの点で各々 

の人となりも理解が深まって、とても有意義な時間と 

なりました。仕事においても人生においても気づきの 

一助になりうる機関誌であり、もっと身近におきなが 

ら自己研鑽に努めたいと思います。 

 

≪スマイル報告≫ 

山下 勝央君（誕生日の御礼） 

妹背 俊紀君（誕生日の御礼） 

藪崎 忍 君（10 番テーブル懇親会の御礼） 

神野 一成君（７番テーブル懇親会の御礼） 

岩永 修平君（10 番テーブル懇親会の御礼） 

塚田 義生君（３番テーブル懇親会の御礼） 

柏原 政人君（４番テーブル懇親会の御礼） 



竹中 正俊君（３番テーブル懇親会の御礼） 

大熊 健志君（10 番テーブル懇親会の御礼） 

西川 福之君（10 番テーブル懇親気の御礼） 

由利 和士君（３番テーブル懇親会の御礼） 

佐野 哲一君（３番テーブル懇親会、結婚記念日御礼） 

大村会員＆７番テーブル  

 神野会員、高田会員、高柳会員、武会員、宮下会員 

 （７番テーブル懇親会の御礼） 

上西 征直会員（ロータリーの友発表者への御礼） 

 

≪出席報告

≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（会報作成 妹背 俊紀） 

 

 会員数 出席 欠席 ＭＵ 

 2/26 57

（ ） 

   

 2/12 57

（54） 

38 16 6 

 ２/５ 57

（54） 

46 8 ４ 


